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２. 共同作業における安全対策の徹底について
時期：2025年９月
作業内容：水路法面の草刈
事故概要：モア（草刈り機）を装着したトラクターで
水路法面の草刈作業時、トラクターがバランスを崩し
横転。運転をしていた被害男性が下敷きになり、本人
死亡。
発生原因：元々、草刈り機で除草作業を行っていたが、
葛のつるが草刈り機に絡まり順調に作業が進まず、ト
ラクターによる除草作業に切り替えたという経緯で
あった（慣れていない作業）。トラクターで水路際ま
で除草処理を行おうとした結果、横転。
防止策：シートベルトの着用、危険箇所の事前確認。

事故事例①：トラクターでの草刈り作業中のトラクター横転による死亡事故

事故現場（水路法面）

時期：2025年９月
作業内容：ため池の草刈り
事故概要：被害男性を含む３名のグループでため池
とその周囲の草刈りを行っていた。それぞれ、担当範
囲を決め作業を行っていたが、途中から被害男性の
姿が確認できなくなり、ため池の水を抜いたところ、
被害男性が倒れているのが発見された。
発生原因：決められた範囲を外れて作業を行っており、
お互いの姿が確認できる範囲から外れていた（実質、
単独作業になっていた）。
防止策：単独作業にならないように常に互いの姿が
見える範囲で作業を行う。頻繁に声かけを行い、決
められた範囲内で作業を行う。

事故事例②：ため池の草刈における死亡事故

事故現場（ため池）のイメージ

時期：2025年10月
作業内容：水路の草刈り
事故概要：複数人で水路の草刈作業をしていた際、
被害男性が後方に転倒しコンクリート製の水路側壁に
後頭部を強打し、本人死亡。死因は脳挫傷。
発生原因：ヘルメットの未装着。周囲の状況について
確認不足。
防止策：ヘルメットの装着。水路際の草刈りを行う際
は、水路に背を向けて行わない。（足元確認）

事故事例③：水路の草刈作業時の転倒による死亡事故

事故現場（水路）


